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Government buildings in Japan are the most familiar administrative institutions to citizens, but they are now entering a period of 
reconstruction due to aging and consolidation of municipalities. Many government buildings have already been rebuilt, and the 
importance of the connection with the community, the combination of facility functions, and the use of the building as a base in times 
of disaster is increasing. 
Many of the spaces open to the public are lounges and halls, and there are also facilities with specific uses (libraries, children's halls, 
health centers, etc.). It can be said that government buildings have the potential to become the nucleus of a city. 
When considering the use of government buildings by citizens, it will be necessary to take into account changes in lifestyles caused 
by covid-19, which has been spreading around the world since 2019, as a necessary function in the future. This is an opportunity to 
create new added value by changing the use of the facility and the environment in which it will be used. 
In this proposal, we will design a space where new ideas and things can be created for the reconstruction and complexification of the 
government building, and reconstruct the government building as the core of the city with the connection to the citizens.. 
 
1 はじめに 
日本における庁舎建築は市民にとって最も身近な行

政機関であるが,現在老朽化や市町村の合併により建

て替えの時期を迎えている.既に多くの庁舎の建て替

えが進んでおり，地域との繋がり方や施設機能の複合

化，災害時の拠点化などの観点の重要度が増している. 
市民に開放された空間の多くはラウンジやホール等

が多く見られ，特定の用途（図書館，児童館，保健セ

ンター等）を含む施設なども存在する．庁舎建築は街

の核になりうるポテンシャルを持っているといえる． 
庁舎の市民利用を考えたときに，今後必要とされる

機能として，2019 年から世界中で感染拡大している

covid-19 による生活様式の変化への配慮が必要になっ

てくるだろう．施設の複合化を図る上で利用用途，利

用環境は変化し，新たな付加価値を生み出す機会とも

捉えられる． 
Covid-19 の流行をきっかけに変化した生活様式の一

つとして，働き方の変化が挙げられる．オフィスへの

出勤が困難になった末，リモートワークが可能になる

仕事が顕在化した．仕事場の多拠点化が可能になった．

仕事場の多拠点化を図る上で，快適な仕事場の確保が

社会へのニーズとなっている．その他には巣ごもりに

よる消費の動向がある．ホームセンターの 2020 年上期

商業販売額が前年比 7.5%と販売額が増加しメイカー

ムーブメントを加速化させている．[2] 
本提案では庁舎建築の建て替え，複合化に際し，新

たなアイデアやモノを創造することのできる空間機能

を追加し，市民と繋がりを持った街の核となる庁舎建

築の再構築を提案する． 
 
2 計画背景 
2.1 庁舎の施設機能複合化と先進事例 
いくつかの庁舎建築の先進事例[2]を見ると役所での

手続き以外の目的（図書館，食堂，多目的広場等）で

庁舎を利用できるような施設の設計がなされていこと

がわかる．（表 1） 
2.2 働き方の変化 

covid-19 の感染拡大により，リモートワークが可能

な仕事が顕在化され，働く場所を選ぶ事が可能になっ

た．これらの働き方の多拠点化には場所を問わないと

いうメリットに伴い，オフィス以外の仕事場の確保を

強いられる事になった．リモートワークの多くは自宅

での勤務が多く，自宅と職場の混同による生活習慣の

乱れや生産性の低下，家庭環境の悪化，自律神経系の

乱れなどの問題点も抱えている．これらの問題は自宅

での勤務かオフィスでの勤務かの二者択一の選択であ
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ることにより引き起こる問題でもあり，働く場所の選

択肢が増えたと捉えるべきだと考える． 

 

Table 1.Preceding case of government building. 
2.3 加速化するメイカームーブメント 
近年メイカームーブメントと呼ばれる社会現象が世

界中で注目を浴びている．個人がデジタル工作（デジ

タルファブリケーション）機器（3D プリンター，レー

ザーカッター，ミリングマシン等）を使用し（図 1），
自身のアイデアを形にすることをいう． 

デジタルファブリケーションのメリットとして今ま

で製造技術で実現できなかったものを作れる他，製造

の大幅なコス

ト削減や独自

のアイデアの

実現性が高い

ことなどが挙

げられる． 
Figure 1. Digital fabrication equipment. [5]  

自身がデジタルファブリケーションを活用し設計した

作品事例を示す（図 2） 

 
Figure 2. Left: Smoking place and resting place, Right: 
Multipurpose space  
2.4 知的生産性,創造的思考を高めるための環境 

近年，ひらめきを誘発する脳の活動としてデフォル

トモードネットワーク（default mode network: DMN）の

研究が進められている．この活動は創造力の向上やマ

ルチタスク能力の向上が確認されている．シャワーを

浴びていたり，散歩をしていたり，ぼんやりとしてい

るときにアイデアがひらめくといったことを我々はし

ばしば経験するが，DMN の活動が活性化している状態

にある．このようなぼんやりとして心がさまよってい

る状態は「マインドワンダリング」と呼ばれ，マイン

ドワンダリングをすることによってアイデアの創出数

が増えるなど創造的思考に促進的な効果がみられるこ

とを示す研究が増えてきており[6]，これらの効果を促

す空間の設計が求められる． 
 

3 基本方針と計画 
以上の背景から，庁舎建築としての機能に加え，誰

もが仕事を行うことのできる機能，誰もがものづくり

を行うことのできる機能を加える．また，知的生産性

や創造的思考を高める建築機能として，自律神経系や

DMN 等の活動を整える効果が確認されている，浴室・

サウナ等の浴場の機能を有することを設計要件とする． 
 

4 建築計画 
導入機能として，行政事務を適切に行うための一般

機能に加えて，①市民利用のさらなる利用促進を図る

ための多目的使用可能なロビー・待合（ラウンジ,待合

等），②ホール系（多目的スペース等），③相談系（市

民交流スペース,ミーティングスペース等）④商業系

（食堂等）⑥情報・展示系（ギャラリー等），⑥仕事・

創造・リラクゼーション系（ワークスペース，ものづ

くりスペース，浴場施設等），それらを包括した災害時

CP 系（避難，発電，備蓄等）を設定し，庁舎の複合施

設化を図りまちの核となり新しい機能を有した庁舎建

築を計画する． 
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